
  

  

  

   

  

 

 

 

  

  

 

 

上野西部地区 令和 2年 12月末 人口 3,133人 

世帯数 1,496人 男 1,514人 女 1,619人 

        

 総務・広報・人権部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

  

 

 

 

1月 25日、上野西部地区市民センターにて運営委

員会が開催され、開催の初めに伊賀市から地区市民

センターの指定管理のあり方について説明がありま

した。地区市民センターは今まで伊賀市が管理して

おり職員は伊賀市の職員として市から給与をもらい

市民センターに詰めています。地区市民センターの

職員は市職員である為住民自治協議会の仕事を手伝

うことに制限があるのが現状でした。 

これらについて「地区市民センターの管理を住民

自治協議会がしませんか、そうすれば住民自治協議

会が地域の実情に明るい人を職員として雇用出来、地

区市民センターの運営の自由度も上がります」との

問いかけが、地区市民センターの指定管理のあり方

の説明でした。 

住民自治協議会が地区市民センターの指定管理者

になる場合は職員の給与など経費分は指定管理料と

して伊賀市から出ます。ただ良いことばかりではな

く管理する為の業務が増えます。（右記参照）これが

どの程度のものになるのかが不明のところもあり今

後の検討の課題として残りました。 

伊賀市の予定では令和 3 年 6 月議会に地区市民セン

ター改正条例を提出し、8～9 月に指定管理者の募集を

行うとの考えです。令和 4 年 4 月から指定管理による

業務開始予定ですが、自治協が地区市民センターの指

定管理者になるのは選択制で強制ではないとのことで

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地区市民センターを指定管理した場合 

【メリット】 

地域の実情に応じた職員の雇用が可能 

職員は地区市民センターの指定管理業務を行いなが

ら自治協の事務に従事することが可能 

地区市民センターを活用して地域の実情に応じた事

業の実施が可能となる 

【デメリット】 

地域で労務管理をしなければならない 

センター業務と自治協業務が特定のスタッフに集中

する可能性に注意 

施設の維持管理事務が発生 

施設の管理責任が生じる 

 



 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年からの新型コロナウイルス感染

禍のなか、西部地域の多くの事業や、イ

ベントは、新しい生活習慣に沿った検

討見直しが行われ、延期、 縮小、残念

ながら中止となる事業もありました。 

越年を迎えた上野東町の菅原神社で

は、新年の平穏を願い、人々の繁栄を祈

願する行事が、マスクの着用、手指消毒 

距離を空けるなど、新型コロナウイル

ス感染予防対策を講じ、執り行われました。 

31日 15：00から大祓式が、宮委員や菅青会など関係者出席 

元旦 00：00からの除夜の鐘つきは境内で、火が焚かれる中、 

今年は、宮委員 菅青会 など関係者だけで、元旦の時報と同時

に始められ、108回の鐘の音が地域に響きわたりました。 

 元旦 01：00 から歳旦祭、初祈祷祭が引き続き行われ新年を

お祝いしました。厳寒当日の境内は、マスク姿の初詣客は 少

なく分散し、穏やかな年越しとなりました。 

 

 

 

 前回紹介しましたように、強風のもとでは歩行はもちろん、車の運転にも困難を来

します。また、屋根瓦や看板などが飛んできて衝突するかもしれません。特に雨傘は

強風下ではほとんど役に立たないどころか、風を受けて飛んでいって、凶器と化す可

能性も大です。強風のもとでは外出せず、じょうぶな建物の中にこもって居るのが一

番です。 

 何かが飛んできて窓硝子を破壊する危険があるので、雨戸を閉めることをお勧めし

ます。窓内側のカーテンを閉じておくだけであっても、窓ガラスが破損したときに何

かが部屋の中に飛びこんでくるのを少しは防ぐことが出来ます。心懸けておいてくだ

さい。 

 強風のために自宅そのものが壊れるかもしれません。ご近所の無住・廃屋が壊れて、

連鎖的に我が家を襲う危険もあります。気象情報と避難情報などに耳をかたむけてく

ださい。そして住宅（自宅だけでなくご近所を含む）に危険が迫っているときには、

避難所や、その他丈夫な建物に予め避難をしましょう。ただし、夜間など避難をする

ことがかえって危険と思われる時には、雨戸を閉めた室内に籠もりましょう。 

19 台風（強風 3） 

 


